
消
費
地
に
遠
く
、
生
産
規

模
が
小
さ
く
、
そ
し
て
労
働

力
が
高
齢
化
し
て
い
る
中
山

間
地
域
。
「
農
業
経
済
学
」

的
に
は
条
件
不
利
と
さ
れ
る

こ
の
地
だ
が
、
「
農
村
社
会

学
」
的
に
は
条
件
有
利
性
も

持
っ
て
い
る
。

都
市
に
な
い
、
農
村
独
自

の
景
観
や
自
然
環
境
が
豊
か

で
、
小
さ
く
て
も
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
安
心
・
安
全
の

農
産
物
が
あ
り
、
心
豊
か
な

人
生
経
験
を
有
す
る
人
々
が

住
む
村
々
が
、
そ
こ
に
は
あ

る
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
と
っ
て
は
、
絶
好
の

感
動
交
流
舞
台
な
の
で
あ

る
。雪

深
い
鳴
子
の
地
で
、
多

く
の
人
々
の
熱
い
思
い
で
誕

生
し
た
「
ゆ
き

む
す
び
」。

尊
い
人
命
の

よ
う
に
、
人
々

を
結
ぶ
崇
高
な

価
値
を
秘
め
た

こ

の

米

に

「
命
」
を
吹
き

込
み
、
そ

の

「
命
」
を
い
た

だ
き
「
心

あ

る
」
人
々
の
人

生
が
豊
か
に
な

る
こ
と
を
、
心

か
ら
祈
念
し
た

い
。世

相
が
暗
い
も
の
に
な
り

つ
つ
あ
る
今
日
、
新
た
な
年

の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
希
望

の
米
が
、
次
世
代
の
命
に
つ

な
が
る
よ
う
、
多
様
な
関
係

性
の
構
築
を
目
指
し
た
い
。

人
間
の
根
源
的
価
値
で
あ

る
命
と
心
の
保
全
。
今
こ
そ

そ
の
価
値
再
生
に
向
け
た
、

地
に
足
の
付
い
た
実
践
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
実
現
の
糧

と
し
て
行
い
た
い
も
の
で
あ

る
。「

書
を
捨
て
、
野
に
出
よ

う
！

そ
し
て
命
を
育
も

う
！
」。

（
日
本
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事

東
洋
大
学

教
授
・
青
木
辰
司
）

昨
秋
、
日
光
砂
防
を
見
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
北
側

一
雄
・
前
国
土
交
通
大
臣
が

富
山
の
立
山
砂
防
を
視
察
、

幸
田
文
の
著
作
『
崩
れ
』
と

い
う
名
文
を
読
ま
れ
、
砂
防

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

男
体
山
は
海
抜
２
５
０
０

㍍
を
少
し
下
回
る
山
で
、
砂

防
堰
堤
は
１
１
０
０
㍍
に
あ

り
ま
す
。
１
９
７
４
年
（
昭

和
４９
年
）
か
ら
８
年
か
け
て

か
さ
上
げ
す
る
ま
で
は
非
常

に
小
さ
な
ダ
ム
で
、
河
口
の

被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
下
か

ら
セ
メ
ン
ト
を
運
び
、
付
近

の
石
を
基
に
し
た
自
然
景
観

豊
か
な
堰
堤
で
す
。
当
初
計

画
し
た
高
さ
は
４
０
０
～
５

０
０
㍍
で
す
が
、
そ
れ
で
は

災
害
を
防
げ
な
い
と
、
１
１

０
０
㍍
ま
で
高
く
す
る
た

め
、
工
事
用
道
路
を
作
り
立

派
な
砂
防
堰
堤
を
築
き
ま
し

た
。
完
成
以
来
大
き
な
災
害

は
な
い
そ
う
で
す
。

工
事
用
道
路
を
使
わ
ず
に

行
け
る
手
前
の
砂
防
堰
堤
は

開
放
し
、
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は

１
１
０
０
㍍
の
所
を
見
て
、

こ
こ
が
た
び
た
び
土
砂
被
害

を
受
け
た
地
域
で
、
家
康
を

祀
っ
た
東
照
宮
も
堰
堤
で
守

ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
肌
感

覚
で
実
感
で
き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
は
文

化
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、

自
然
条
件
の
厳
し
さ
の
違
い

も
あ
る
、
と
思
い
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
は
、
山
が
高
く
厳

し
い
か
ら
、
平
地
に
城
壁
を

築
い
た
シ
テ
ィ
に
住
ん
で
い

ま
す
。

わ
が
国
は
、
温
暖
で
山
里

に
住
み
や
す
い
半
面
、
地
震

も
あ
る
な
ど
厳
し
い
面
は
多

々
あ
り
「
脆
弱
国
土
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

地
域
に
住
む
こ
と
で
、
地
域

が
培
っ
て
き
た
地
域
文
化
や

歴
史
な
ど
も
継
承
さ
れ
る
と

思
う
の
で
す
。

都
市
と
地
方
の
地
域
格
差

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
で
老
人
世
帯
が
多
い

「
限
界
集
落
」
な
ど
の
問
題

は
き
ち
ん
と
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
山

里
や
中
山
間
地
域
と
い
わ
れ

る
所
を
一
定
レ
ベ
ル
で
保
全

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
自
然

環
境
が
守
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

多くの人々の思いが結集！（昨年１２月の交流感謝祭）

米プロジェクトの生産者を

訪れ、農業の現状への思い

を伝える大学生

８

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

国
土
と
歴
史
文
化
の
継
承

５
月
下
旬
、
残
雪
の
中
の
田
植
え
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宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
で
２
０
０
７
年
末
、
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
。
中
山
間
地
域
の
冷
酷
な
条

件
で
も
育
つ
�
希
望
の
米
�
が
、
誕
生
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
名
は
「
ゆ
き
む
す
び
」
。
古
川
農
業
試
験

所
が
育
種
し
た
新
品
種
「
東
北
１
８
１
号
」
を
、
地

域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
見
い
だ
し
、
０７
年
に
試

作
し
た
米
が
、
正
式
に
宮
城
県
の
奨
励
品
種
に
認
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鳴
子
は
、
温
泉
地
と
し
て

名
高
い
観
光
地
で
あ
る
。
し

か
し
、
山
間
地
域
を
多
く
抱

え
、
米
価
の
低
落
と
耕
作

条
件
の
困
難
性
か
ら
、
農

業
生
産
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ

た
。転

機
は
３
年
前
に
遡
る
。

第
２
回
全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宮
城
鳴
子
大
会
が
、
こ
の
地

で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

多
く
の
実
践
者
が
集
い
、
交

流
を
通
し
た
地
域
活
性
化
や

農
業
・
農
村
の
多
面
的
な
価

値
の
創
造
を
目
指
す
大
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本
で

あ
る
、
農
業
の
基
盤
を
確
か

な
も
の
に
す
る
た
め
、
基
幹

的
作
物
で
あ
る
米
の
生
産
・

販
売
を
多
角
的
に
展
開
す
る

「
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開

始
さ
れ
た
。

そ
の
検
討
は
、
米
の
生
産

費
保
障
、
容
器
の
工
夫
、
料

理
法
の
開
拓
と
多
方
面
に
わ

た
り
、
農
家
は

も
ち
ろ
ん
旅
館

関
係
者
、

住

民
、
行
政

な

ど
、
多
方
面
か

ら
の
参
加
が
あ

っ
た
。

そ
の
中
で
、

中
山
間
地
域
の

不
利
な
条
件
を

克
服
す
る
耐
冷

品
種
と
し
て
白

羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
「
東
北

１
８
１
号
」
で

あ
っ
た
。
試
作

米
の
評
価
は
非

常
に
高
く
、
も

ち
米
に
近
い
粘

り
が
あ
り
、
冷

め
て
も
味
が
落

ち
な
い
。

地
元
の
温
泉

組
合
で
も
積
極

的
に
地
場
産
米
と
し
て
購
入

し
、
０７
年
産
米
は
既
に
完

売

と

い

う
人

気

を

呼

ん

だ
。
販
売
価
格
は
、
１
俵（
６０

㌔
㌘
）
当
た
り
２
万
４
０
０

０
円
と
、
高
品
質
米
と
い
わ

れ
る
米
に
匹
敵
す
る
価
格
で

あ
る
。

今
年
は
さ
ら
に
生
産
面
積

を
広
げ
、
地
元
の
消
費
者
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
鳴
子
を

訪
れ
る
人
々
へ
の
提
供
も
始

め
た
い
、
と
夢
が
膨
ら
む
。

こ
の
「
ゆ
き
む
す
び
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
は
、
劣

悪
な
条
件
を
克
服
す
る
た
め

に
多
く
の
人
々
が
つ
な
が

り
、
そ
の
知
恵
と
技
術
と
支

援
、
理
解
に
よ
っ
て
、
都
市

と
農
村
、
農
村
内
の
集
落

間
、
そ
し
て
米
に
関
わ
る
異

文
化
間
の
絆
が
、
ま
さ
に「
結

ば
れ
た
」
こ
と
に
あ
る
。

国
民
の
米
離
れ
と
国
際
競

争
の
激
化
に
よ
っ
て
、
米
価

は
低
落
を
極
め
、
大
規
模
農

家
で
さ
え
も
離
農
の
憂
き
目

を
見
る
人
が
少
な
く
な
い
。

食
料
自
給
率
の
低
下
や
、

農
業
後
継
者
難
、
都
市
と
地

方
の
格
差
が
問
題
化
し
て
い

る
中
で
、
市
場
原
理
を
超
え

る
人
間
的
な
交
流
原
理
に
よ

っ
て
、
「
ゆ
き
む
す
び
」
へ

の
夢
が
広
が
っ
て
い
る
の

だ
。
食
の
安
全
・
安
心
が
叫

ば
れ
る
今
日
、
地
産
地
消
の

機
運
の
高
ま
り
と
も
相
俟
っ

て
、
期
待
が
膨
ら
む
の
は
当

然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

好
評

「
ゆ
き
む
す
び
」
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

農
家
・
旅
館
・
住
民
・
行
政
…

宮城県大崎市

鳴子地区

米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開

「
冷
め
て
も
味
が
落
ち
な
い
」と
完
売

応
援
者
も
参
加
…
棚
田
で
の
収
穫
風
景
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